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 安保商店の創立

҆อՈ ���� ʢӬݩʣɺࡏݱͷౡݝඌಓࢢʹҐஔ͢ΔౡʹΓɺ͜ͷͰى
ͨ͠ɻઓޙɺ࡞ʢओʹΈ͔ΜʣͷൢചͳͲͰங͍ͨࡒΛݩʹɺओͷ҆อ߁Ұ
ඌಓͰۀاʹର͢Δࢿചങͱ͍ͬͨۀࣄΛ͡ΊΔɻͦ͏ ͨ͠தͰ҆อ߁Ұͱ
உͷ҆อ߁ɺඌಓͰՈசࣂྉͷɾൢചւ࢈ͷചങΛ͍ͨͯͬߦେ༸
ձͱ෭ࣾͱ͠ʹ࢈ڵ ӦʹΓग़͢ɻܦը͠ɺͦͷࢀͯ
ͦͷޙɺ͜ͷେ༸࢈ڵ෭ࣾʹब͍ͨ҆อ߁ͷݩʹɺऔҾઌͷத͔ߦۜࠃΒඌಓ
ͷւ࢈ɾ҆ܳւ࢈ͷങऩ͕͍ࠐΜͩɻ͔͠͠෭ࣾͱ͠ ͯଟΛ͖ΘΊͯ
ɺձࣾΛ͏߁͍ͨ ͻͱͭܦӦ͢Δ͜ ͱ͍͠ͱ͑ߟɺ͜ͷΛஅΖ͏ ͱ͠ ͨɻ
ͱ͜ Ζ͕ɺ͜͜ ͰͦͷܦӦʹ໊ΓΛ্͛ͨͷ͕߁ͷ࠺Ͱ͋Δ҆อࢠلͰ͋Δɻத
ΛྺܦΊͨۈʹళࢧதߦౡۜɺޙۀʣΛଔߍֶߴதཱݝౡɿݱʢߍঁֶߴ
Կेਓͷਓ͕ಇʹظɺΈ͔ΜՈͷओ්ͱͳͬͨɻൟޙͱ݁ࠗ߁ɺࢠلͭ
Ո͘ʹՇ͗ɺେมͳ࿑ಇʹै͕͍ͨͯ͠ࣄɺݩʑࣾձʹग़ͯࣄΛ͢Δ͜ ͱ͕͖ͬͩ
ӦʹΓग़ͨ͠ͷͰ͋Δɻܦɺͦͷ͛ڍങऩͷΛΔͱࣗΒखΛۀاɺ͜ͷࢠلͨ
ೆ౦෦ͷ֗ɾதɺଟݝౡͷੜ·Εҭͬͨࢠل ͷ͘ۀىՈΛഐग़ͨ֗͠ͱ͠ ͯΒ
ΕΔɻͦ ͷؾ෩ۜۈߦΊͷ͕ݧܦɺ൴ঁͷۀىՈਫ਼ਆΛฃཱ͍ͨͤͨͷ͔͠ Εͳ͍ɻ
͜ͷ҆ܳւ͕࢈վশ͠����ʢত��ʣ�݄��ʹ࢈Λ্͛ͨͷ͕҆อళͰ͋Δɻ
ཱ࣌ͷ҆อళࡏݱͷࣾͷ͍͔ʹ͋Γɺॳ҆ܳւ࢈ͷ͍ΛҾ͖ܧ
͍Ͱւ࢈ͷԷΛத৺ͱ͠ ͨചΛ͠ ͍͕ͯͨɺվশΛ͕ܨʹࠓʹػΔધओۀʹਐग़
͠ɺւӡۀͷੈքͱ૨͗ग़ͯ͠ ͍ ɻ͘

向島の顔・安保康一
当社の創業者、安保康夫の父・康一は向島で長年柑橘組合の選果
場の理事長を務めた。向島をスクーターで走っては行く先々の縁
側で家の人と話す非常に快活な人で、島で康一を知らない者はい
なかったという

上：尾道の街を見下ろす（1960 年頃）
下：右から 2番目が安保康夫、その左から順に妻・安保紀子、父・
安保康一、三谷勝三商店の三谷清隆氏。前列中央左側の子供が現
社長の安保雅文、右端が姉の和田美恵子
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創業者、安保康夫（左）
と紀子（中央）夫妻。紀
子の右隣は長男の雅文

名前の前の①～③は
安保商店の歴代社長

��創業者、安保康夫・紀子夫妻

安保家の家系図
安保康一

博

鈴子

ミツヨ

② 安保康夫

③ 安保雅文

① 安保紀子

眞里子

安保大輔

安保貴史

早苗

心結

͜͏ ͯ͠ ࣾ҆อ͕ࣾࢠلΛΊΔ͔ͨͪͰελʔτ͠ ͕ͨɺ΄
Ͳͳ͘ ҆อ߁ܦӦʹՃΘΓɺҎޙʮऀۀʯͱ͠ ͯɺ͕࠺ೋ
ਓ٭ࡾͰձࣾͷૅΛங͍͍ͯ͘ ɻҰํɺՈۀͷΈ͔ΜՈɾ߁
Ұ͕େ༸࢈ڵͷࣄͱฒͯ͠ߦ ɺ߁ͷఋɾത

ㆲ㇍㇀
ͱӦΜͰ͍͘ ɻ

લهͷΑ͏ ʹɺ҆อࢠل࣌ͷঁੑͱ͠ ͯ͘͠ ʹՈਫ਼ਆۀى
ᷓΕΔਓͰ͕͋ͬͨɺ͜ ͜Ͱ҆อ߁ͷਓͱͳΓʹ ͍ͭ ͍ͯͨ͠هɻ
҆อ߁����ʢେਖ਼�ʣඌಓࢢౡͰੜ·Εɺ੍چඌಓத ʢֶݱɿ

ෞେֶʣذɿݱʢߍྛֶߴෞذɺޙۀʣΛଔߍֶߴඌಓཱݝౡ
ΛͯܦɺभେֶͱਐΜͩɻֶੜֶ࣌Λઐ͠߈ɺᕲᕱ༻ͷ
μϜാͷඋͳͲͷܞʹڀݚΘ͓ͬͯΓɺݱͷֶ෦ʹ͍ۙ
͕ઐͰ͋ͬͨɻभେֶೖֶޙʹଠฏ༸ઓ૪͕ ·͡Γɺઓ
੶ͯ͠ࡏʹ܉த࣌ ೆํͷϥόϧͳͲʹறཹͨ͠ɻઓޙɺभ
େֶʹ෮ֶ͠ɺޙʹ࣏ՈͱͳΔதҰࢯΒͱަΛ݁Μͩɻͦ͠
ͯଔʹޙۀౡʹΓɺΈ͔ΜՈΛख͏ Α͏ ʹͳΔɻ
ʮͱ͍͑ࢉܭईɻͱʹ͔ ͷஉɾ߁ͷૣ͍ਓͩͬͨʯɻࢉܭ͘
҆อխจ͕͜͏ ΔΑ͏ޠ ʹɺཧܥग़ͷ߁ৗʹࢉܭईΛڳϙέο
τʹ ೖΕ͍ͯͨͱ͍͏ ɻࣄͰԿ͔͋Δͱ͜ ΕΛαοͱऔΓग़͠ɺ·ͣ
ࣗͰͯ͠ࢉܭ ΈΔͱ͍͏ਓͰ͋ͬͨɻϏδωεͰ͜ Ε͕େ͍ʹҖ
ྗΛൃ͠شɺ૬खͷ͕ߟࢥ͍ͭ લ͘ʹࣈΛग़͠ɺओಋݖΛѲͬ

ͨͱ͍͏ɻͦͷҰํͰ߁തଧ ͱ͖͍͏Ұ໘͋Γɺࡉ৺ ͱ͞େ
 Λ͞ซͤͭਓͰ͋ͬͨɻ
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��船主業のスタートと 「安清丸」

左：当社最初の所有船であるタンカー「安清丸」の進水式
右上：進水式の宴会場前にて。右から 2人目が現社長の安保雅文。その左隣は姉の和田美恵子
右下：当社 2隻目の所有船となったタグボートの「第二安清丸」

҆อళͱધओۀɻͦΕΛ͖͙ͬܨ ͔͚Λͭͬ͘ ͨͷ͕ాށொग़
ͷԬా৴༤ࢯͰ͋Δɻ࣌ɺ҆อ߁ͱަͷ͋ͬͨԬాࢯ
Ԭాւӡͱ͍͏ձࣾΛܦӦͯ͠ ͍͕ͨɺ͋Δ࣌ʮ܅ધΛͬ ͨΒͲ
͏ ʁ͔ʯͱ҆อ߁ʹקΊΔɻ͜ͷ༠͍Λ͖ͬ ͔͚ʹ҆อ߁ɾل
քۀͷਐग़Λܾҙ͢Δɻ͔͠͠पғ͔Βʮւӡۀધओ࠺ࢠ
ಛघͳͷͰૉਓ͕खΛग़͖͢Ͱͳ͍ʯͱॿݴΛड͚ɺ·ͨۜߦ
͔Βۀࣄ༥ࢿΛड͚Δʹ͋ͨΓɺધͷࣄʹؔΘΔ࣮ΛٻΊΒΕ
ͨɻͦ͜ ͰࢥҊͨ҆͠อ߁ɺఋɾതͷ࠺Ͱ͋Δྰࢠͷ࣮Ո͕ৗ
ੴʢݱɿࢢࢁপ۾ொৗੴʣͰදͷͱதࠃͷ༌ग़ΛӦΜͰ͍ͨ
ͱ͔͜Βɺ͜ͷࡾ୩উࡾళʹʮ͍͕ऀݧܦΕ͓ۚΛିͯ͘͠ Ε
Δͦ Ͱ͏͔͢ΒҰॹʹΓ·ͤΜ ʁ͔ʯͱ૬ஊʹෝ͖ɺྃঝΛಘΔɻ͜
͏͠ ͨધओۀͷͨΊͷԼ४උ͕ॱௐʹਐΈɺ҆อళͷཱ͔Β�
ޙͷ ���� ʢত �� ʣ�݄ɺϝΠϯόϯΫͷத͔ߦۜࠃΒ༥ࢿΛ
ड͚ͨ࠷ॳͷધʮ҆ਗ਼ؙʯʢλϯΧʔʗ ���(�5�ʣ͕͢Δɻ͜ͷʮ҆
ਗ਼ؙʯɺԬాࢯͷհ ΑʹΓాށધʢݱɿւધʣͰݐ͞Εɺ
ͷλϯΧʔͱ͠ߤޙ ͯਖ਼ؿધʢݱɿ+9Φʔγϟϯʣʹ�ؒɺ
༭ધʹग़͞Εͨɻ
ʮ҆ਗ਼ؙʯͷޙɺࣾւఈͷΛ͞ Β͏ ᔱᕕધͦΕΛӪߤ
͢ΔλάϘʔτΛܭ �੭ݐ͢Δɻ͜ΕΒ࣌ɺᔱᕕؔͷۀࣄΛ

ల։͍ͯͨ͠ւ༸ۀڵʹରͯ͠༭ધ͍͕ͯͨ͠ɺͦͷޙ �੭ͯ͢
Λւ༸ۀڵʹചધͯ͠ ͍Δɻʮ҆ਗ਼ؙʯͱ͜ ͷ �੭͕ࣾͷཱޙɺ
�ͷؒʹॴ༗ͨ͠ધͰ͋Δɻ
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��外航船事業への転換とファー・イースト・シッピング

ͦͷޙɺࣾ ���� ʢত �� ʣͱ���� ʢত �� ʣʹͦΕͧΕʮୈീ҆ਗ਼ؙʯʢλ
ϯΧʔʗ ���(�5�ʣͱʮୈे҆ਗ਼ؙʯʢλϯΧʔʗ̐ ̕̕ (�5�ʣΛݐ͢Δɻੴ༉Λ����U ఔ
ੵࡌͰ͖ɺ্ӡ༌ʢݱɿ্τϥϯεςοΫʣʹఆظ༭ધͱ͠ ͯग़͞Ε͍ͯͨ͜ͷ �੭ͷ
λϯΧʔɺͱʹ҆ܳொͷଠฏۀʢݱɿ৽དྷౡͲͬ ʣ͘Ͱݐ͞ΕͨધͰ͋Γɺ࣌
ࣾͷધ͕ଟޙձࣾͩͬͨ͜ͷધॴʹ͓͍ͯɺҎࢠͷอॏੈࠤ ͞ΕΔɻݐ͘
͜ͷΑ͏ ʹཱҎ߱ɺࣾখܕͷߤધΛओ࣠ʹۀࣄΛల։ͯ͠ ͍͕ͨɺͦͷԑ͔Β
ଟޙΓ͕ੜ·Εɺͦͷ͕ܨ ͷ͘ϓϩδΣΫτΛͱʹ͢Δͷ͕ϑΝʔɾΠʔετɾγοϐϯά
Ͱ͋ΔɻϑΝʔɾΠʔετɾγοϐϯάɺਖ਼ؿધग़ͷౢߒೋࢯͱͦͷ෦Լͷߥ
྿ଠ্ཱ͕ͨ͛ͪࢯɺখܕધʹಛԽͨ͠༭ધձࣾʢΦϖϨʔλʔʣͰ͋ͬͨɻౢࢯ
ʮ҆ਗ਼ؙʯͷ༭ધઌͰ͋ͬͨਖ਼ؿધͷ୲՝ͱ͠ ͯࣾͱԑ͕͕͋ͬͨɺͦͷ
ધͷΤܕΒఫୀͨͨ͠Ίɺখ͔ۀࣄધܕધʹಛԽ͢ΔํΛऔΓখܕધ͕େؿਖ਼ޙ
ΩεύʔτͰ͋ͬͨ; Γͨಠཱͯ͠ ϑΝʔɾΠʔετɾγοϐϯάΛཱͨ͠ͷͰ͋Δɻ
͜ͷϑΝʔɾΠʔετɾγοϐϯάཱ࣌ʹɺ҆อ߁͕ౢࢯͱߥࢯʹʮͥͻҰॹ
Λ͠ࣄʹ ·͠ ΐ͏ ʯͱΛֻ͚ɺ���� ʢত �� ʣʹݐͨ͠ͷ͕ʮߊ༸ؙʯʢ-1(ધʣ
Ͱ͋Δɻ·ͨ͜Εʹଓ͍ͯ���� ʢত �� ʣʹ ʮѴ༸ؙʯʢ-1(ધʣ͕ ଓ ɻ͘ʮߊ༸ؙʯ
ࣾॳͷ-1(ધͰ͋ΓɺޙʹࣾͷϏδωεͷபͱͳΔད༭ધ �ͷୈ � ߸ͱ͠ ͯ
ۀࣄɺࣾͷʹڥ೦͖͢ધͰ͋Δɻ͜ͷϑΝʔɾΠʔετɾγοϐϯάͱͷऔҾΛه
େ͖͘ ͯ͠ ͍͘ ɻ

上：「第八安清丸」／下：建造中の「晃洋丸」。当社初の LPG船
であり、また初の外航裸傭船という記念すべき船であった

* 裸傭船（bareboat charter）
船主が船舶だけを提供し、船員の配乗は傭船者としての船舶運航
者が行う傭船形式。「定期傭船」に対し、運送の用具としての裸
の船舶だけを提供するのでこの名称がある。裸傭船契約は船舶の
賃貸借契約である
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��成長するビジネスとボタニイベイシッピング

����ʹೖΓɺࣾͷϏδωε͕ঃʑʹ֦େͯ͠ ͍͘ தͰɺΩʔύʔ
ιϯͱͳͬͨͷ͕রҪमࢯ࡞Ͱ͋Δɻ࣌ɺরҪࢯถࠃͷεςʔ
πϚϦϯॴଐʢεςʔπϚϦϯͷຊఫୀޙɺ౦ژϑϨΠςΟϯάॴଐʣͷϒϩʔ
Χʔͱ͠ ͯɺԬాւӡͷέϛΧϧધΛखֻ͚͍͕ͯͨɺࣾͷൃల
༩͢Δ͞دʹ ·͟ ·ͳ͕ܨΓΛհ͢Δ͜ ͱͱͳΔɻ
ͦͷͻͱͭ ͕ΦʔετϥϦΞɺγυχʔͷ༭ધձࣾʢΦϖϨʔλʔʣͰ͋Δ
ϘλχΠϕΠγοϐϯάͰ͋ΔɻϘλχΠϕΠγοϐϯάॳԬాւ
ӡͱऔҾͯ͠ ͍͕ͨɺ͋Δͱ͖ ͳτϥϒϧ͕Ҿ͖ۚͱͳΓɺԬాւࡉࠣ
ӡ͕ϘλχΠϕΠγοϐϯάʹग़ͯ͠ ͍ͨॴ༗ધΛͯ͢Ҿ্͖͛Δͱ
ىଶ͕ࣄ͏͍ Δ͜ɻϘλχΠϕΠγοϐϯάͱ͠ ͯɺધ͕ແͯ͘ 
ച͕Ͱ ͳ͖͍ɻͦ͜ ͰϒϩʔΧʔͷরҪ͕ࢯࣾ ʮʹϘλχΠϕΠγο
ϐϯάͱࣄΛ͠ ͳ͍͔ʯͱఏҊͨ͠ͷͰ͋Δɻ͔͠͠ɺࣾͷ҆อ
ͷࣾʣͰ͋ΔϒϧʔεɾޙϘλχΠϕΠγοϐϯάଆͷऀʢ߁
ϑΥοΫε͕ࢯਆ࣭ܦͳਓͱࣖʹ͠ ͍ͯͨͨΊɺ͜ͷΦϑΝʔΛ᪳
͢Δɻʮ໘ͳ ͱ͜ʹͳΔͷͰͳ͍͔ʯͱ҆ͨ͑ߟอ߁͕அΖ͏ ͱ
ͨ͠ͱ͜ ΖɺরҪ͔ࢯΒʮ҆อళད༭ધͱ͍͏ ͔ͨͪͰધ͚ͩି
ͯ͠ ɺધһϝϯςφϯεͯ͢༭ધऀͰ͋ΔϘλχΠଆʹͤͯ
͠·͑ τϥϒϧى Β͜ͳ͍ʯͱΞυόΠεΛड͚ɺ࠷ऴతʹ͜ͷਃ
͠ग़Λड Δ͚ɻ

左：照井修作氏（左）とブルース・フォックス氏（右）。1989 年撮影
右：安保雅文（左から 2番目）は豪州でブルース・フォックス一家と生活を共にした

҆อ߁ͱϘλχΠϕΠγοϐϯάͷϒϧʔεɾϑΥοΫε͕ࢯॳΊͯ
Λ߹Θͤͨͷإ ���� ʢত �� ʣɻॴେࡕͷϗςϧϓϥβ
ͷϩϏʔͩͬͨɻΧϑΣͰإΛ߹Θͤͨ; Γͨҙؾ߹͠ɺͦͷ
ͰધΛ�੭ͭ Δ͘͜ ͱΛܾΊΔɻࣄલʹԿͷ४උ͠ ͍ͯͳ͔ͬͨ;
Γͨखݩʹ͋ͬͨίʔελʔͷཪʹ֮ॻΛ͠هɺͦ͜ ʹͦΕͧΕͷ
αΠϯΛॻ͖ೖΕͨɻਖ਼ࣜͳܖॻͳ͘ ɺͦͷίʔελʔ͚ͩΛ৴
པͷূͱ͠ ͯੜ·Εͨͷ͕ɺ���� ʢত �� ʣʹͨ͠ʮ΅ͨ
ʹ͍ɾͱΕʔͩʔʯʢλϯΧʔʗ ����%�8�5�ʣͱཌ ���� ʢত �� ʣ
ʹͨ΅ͨ͠ʮʹ ɾ͍ͱΒ͍͋Μ;ʯʢλϯΧʔʗ ����%�8�5�ʣͰ͋Δɻ
ϗςϧϓϥβͰإΛ߹Θͤͨͦͷ͔Βͦͷޙ �� ʹΓɺࣾͱ
ϘλχΠϕΠγοϐϯάͷ͕ؔଓ͍͍ͯ͘ ɻ
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COLUMN 1     安保雅文の海外修行
フォックス家との交流
安保康夫と紀子夫妻の長男・安保雅文は1974 年（昭和 49 年）3月に大学を卒業後、
照井修作氏の手配により豪州と英国に修行に赴く。まず英語習得のためにシド
ニーを訪れた雅文は、ボタニイベイシッピングのブルース・フォックス氏の家にホー
ムステイをする。ここで1年半の間、語学学校に通いながら、フォックス家の人々
と生活を共にする中で、雅文の英語は日常会話に不自由しないところまで上達す
る。特に当時受験を控えた高校生で、後にボタニイの社長となる次男のロドニー
氏と多くの時間を過ごしたことが大きな助けになったという。また時にはボタニイ
のオフィスを見学するなど、シドニーではフォックス家と家族のように過ごした。

H.クラークソンでの研修
1976 年（昭和 51年）3月、雅文は英国・ロンドンに渡り、世界最大のブローカー、H.ク
ラークソンで修行の日々を送る。これは以前照井氏が安保商店に仲介したある仕
事のブローカーにH.クラークソンが入っており、その時照井氏が「雅文氏が大学
を卒業したら研修生として受け入れて欲しい」とH.クラークソンに依頼していた
ためである。
当時、H.クラークソンには「新造・中古船の売買」（セール&パーチェス） 、「タンカー
の傭船仲介」（タンカー・チャータリング） 、「貨物船の傭船仲介」（ドライカーゴ・チャータ
リング） 、そして安保商店が得意としていたケミカル船やLPG 船などの「特殊船の
傭船仲介」という4つの部門があったが、雅文は 6カ月の研修期間にその全部門
を経験する。テレックスと電話が主な通信手段であった当時、世界中から絶え間
なく届く問い合わせ、ブローカーたちの活気、そして成り立ちや流儀の異なるさま
ざまな仕事に触れて、雅文は大いに刺激を受けた。
「タンカーの傭船仲介」は、オファーに対して最初に返事をくれた相手に必ず依

頼するという業界の伝統的なルールがあった。このため、H.クラークソンに置か
れた石油メジャーからの専用電話が鳴ると、まずフロアにいるブローカー全員が
各々付き合いのある世界中のブローカーにすぐ電話を繋ぎ、メジャーの電話を受
けた人間が仕事の概要をフロア内に大声で伝えて世界中のブローカーに発信する
というスピード勝負のものであった。
一方、「貨物船の傭船仲介」はまた流儀が違う。彼らの1日は午前中まずバルチッ
ク海運取引所に足を運び、ビジネス相手を探すところからはじまる。相手を見つ
けたら一緒にランチに行き、パブでビールを飲みながら商談するという、人間関
係に基づいたものであった。
H.クラークソンでの研修を終えた雅文は、その後 9カ月間、縁があり丸紅ロンド
ン支店で勤務し、丸紅との人脈も育んだ。
1年 3カ月間のロンドン時代を振り返り、雅文は「当時、“英国病 ”という言葉が
ありイギリス人は働かないと思っていたが、24 時間仕事に打ち込むブローカーの
仕事ぶりを見て大英帝国の底力を感じた」と語る。

英国・ロンドン滞在時代の安保雅文（左）
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 リセール事業と東京マリン
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東京マリンが創立後、最初の船として建造した「吉安丸」。東京マリンと当社の繋がりがそ
の名に記された本船は半年で韓国に売却されたが、その売却益が誕生間もない東京マリンの
経営を安定させる一助となった
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COLUMN 2     「ケミカルの安保商店」の礎を築いた安原武臣氏の技術力

1960 年代後半以降、当社はファー・イースト・シッピングやボタニイベイシッピン
グとの裸傭船取引により大きな成長を遂げるが、この頃から照井修作氏と違う立
場で当社の成長に大きな影響を与えたのが安原武

たけおみ
臣氏である。安原氏はファー・

イースト・シッピングが創立された翌年の 1967 年（昭和 42 年）５月同社に入社し、
工務部門のトップを永く務めた人物である。建造監督やメンテナンスといった業務
を通して、ケミカル船に関する高い技術力をもっていた安原氏の存在が、当社が「ケ
ミカルの安保商店」となるうえで大きく影響している。

二重底（ダブルボトム）の考案
安原氏が当社所有船に携わる最初の大きな出来事が、二重底（ダブルボトム）のケ
ミカルタンカーである。安原氏が働くファー・イースト・シッピングはボタニイベイシッ
ピングと傭船取引があり、その縁から安原氏はボタニイのブルース・フォックス氏
とも面識があった。安原氏の技術力に全幅の信頼を置いていたブルース・フォッ
クス氏は、ボタニイが使う船についてもその計画・建造過程で安原氏に協力を求
めていた。
この時期に安保康夫とブルース・フォックス氏の出会いがあり、コースターに認め
た覚書から「ぼたにい・とれーだー」と「ぼたにい・とらいあんふ」の建造が決まる。
この 2隻の計画にも安原氏が携わり、その結果両船は画期的な構造のケミカルタ
ンカーとして誕生した。
液体化学製品を運ぶケミカルタンカーは当時、容積一杯に積載するために船の外
板をそのままタンクとするシンプルな構造であった。しかしケミカルタンカーは様々
な液体を積みかえるため、毎回タンク内の洗浄が必要であり、その際に外板の曲
面やフロアの鉄骨が邪魔になり作業性が損なわれていた。そこで安原氏は船底外

板とは別に内底板を設ける二重底を考案し、これを「ぼたにい・とれーだー」と「ぼ
たにい・とらいあんふ」で初めて実現させる。タンク底部が平らになったことで洗
浄時の作業性は大いに向上した。また従来底部にだけ設置されていた、積載する
液体を一定温度に保つヒーティングコイルを、側壁にも高さ2m程度まで配置する
ことで、より効率的な温度管理を行うアイデアもこの時同時に採用された。これら
のアイデアは造船所も難色を示すほど、当時としては斬新なものであったが、後に
この種のタンカーの標準となっていく。

「ぼたにい・けみすと」を IMCOコードに適合化
次にボタニイ向けの船となった「ぼたにい・けみすと」でも、当社は安原氏から
大きなサポートを得る。1973 年（昭和 48 年）に完成したこの船は、元々東京マリ
ンがボタニイ向けとして発注したが、竣工から半年で当社が買い取り、当社からボ
タニイに裸傭船で出すことになる。
この少し前から、事故の際にケミカル船から液体化学製品が流出して引き起こさ
れる環境汚染をできる限り抑えるため、IMCO（現：IMO／国際海事機構）が積荷に
応じて船型要件を定めようとしていた。この新コードが数年後には日本でも批准さ
れることを見越して、安原氏はファー・イースト・シッピングの新造船をこのコード
に適合させるため、IMCOから資料を取り寄せた。そしてその英文を翻訳しながら、
日本海事協会や福岡造船と共に、日本で最初に IMCOコードに適合した船「シ
ルバーシーホーク」を建造した。
このタイミングで計画されたのが「ぼたにい・けみすと」である。傭船先のボタ
ニイから「IMCOコードへの適合」という条件を受け、東京マリンはこの船を「シ
ルバーシーホーク」が造られた福岡造船で、これに倣って建造することとした。 
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しかし、4,000D.W.T. 程度の「シルバーシーホーク」と異なり、「ぼたにい・けみすと」
は 6,000D.W.T.という大きさである。また「シルバーシーホーク」の場合、資料
を元に建造した安原氏自身が、日本が批准した後の最終的なルールとディテール
で合致しない部分が出ることを想定しており、批准前に建造したこの船に対しても
「IMCOコードの適合証書」が発行されるよう、建造中に運輸省（現：国土交通省）
に説明し承認を得ていた。ところが「ぼたにい・けみすと」は、そうした対応を
東京マリンが怠っていたため、大きな問題が発生する。
無事竣工後、当社所有となった同船に対し、ある時ボタニイから「米国で化学製
品を積みたいので IMCOコードの適合証書を出して欲しい」との連絡が入る。そ
こで当社が運輸省に発行を依頼したところ「批准前に建造した同船には再検査が
必要」となり、尾道造船に入渠し検査を行ったところ、あらゆる部分に適合外が
見つかる。そこで急遽それらの修理を行ったが、最後にダメージスタビリティー（損
傷時復原性）に関わる部分だけ、どうしてもクリアできない。困り果てた安保康夫が
安原氏に相談したところ、安原氏の口添えで安原氏と共にケミカル船の技術研究
に努めていた日本海事協会の惠美洋彦課長（工学博士／後に日本海事協会技術研究所
所長）、角張昭介氏（後に日本海事協会副会長）の協力を得ることができ、角張氏が
尾道造船で１週間、ほぼ徹夜で衝突時の浸水と船体傾斜角の計算を繰り返し行い、
最後は惠美課長、角張氏、安原氏が運輸省に赴き説明することで、無事証書が
発行されることとなった。

現在、安保雅文社長はこう話す。「親父は安原さんをとても信用し、船を造る時は
必ず安原さんに相談していました。今度の船はどうしたら良いかな、と」。
また当時を振り返り安原氏はこう語る。「安保康夫社長は私が生涯の師と仰いだ

方のひとりです。当時 32、3 歳だった若輩の私の話を、50 歳の安保社長はきち
んと聞いて対等に接して下さいました。また企業とは何か、尾道で仕事をする意味、
企業人としての心得などに至るまで、示唆に富む貴重な話をお伺いし勉強させて
いただきました。出張の途中、時間をつくっては立ち寄り、安保康夫社長にお会
いすることがとても楽しみでした」。
こうしたエキスパートのサポートが「ケミカルの安保商店」を育んだのである。

「ぼたにい・けみすと」

安原武臣氏（左端）と安保雅文（右端）
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 安保商店流ビジネスモデルの確立
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Λ૿͢ͱϦεΫͰ҆ఆͨ͠ܦӦΛՄͱ͢Δͷͩɻ
҆อ߁͕ߟҊͨ͜͠ͷད༭ધͱ͍ Ϗ͏δωε͕ࣾઌ佃Λ͚ͭ
ͨͷͰ͋ͬͨɻʮϘϩṶ͚͠ͳ͘ ͯྑ͍ɻৗʹͲ͏ ͨ͠ΒଛΛ͠ ͳ
͕Α͘߁Ζʂʯɻ҆อ͑ߟ͔͍ ͠ʹޱ ͨͱ͍͏ ͜ͷݴ༿ʹɺͦͷܦӦ
ཧ೦͕ࠐΊΒΕ͍ͯΔɻ࣮ࣄɺࣾձશମ͕Λଓ͚͍ͯͨࡁܦ
ظʹւӡۀքͰ͢࢈Δձࣾ΄ͱΜͲͳ͔͕ͬͨɺͦ͏ ͨ͠ӈ
ͯ͠ʹ༭ધΛओ࣠ظ͕ऴΘΔͱɺఆ࣌Γͷ্͕ݞ ͍ͨձࣾϚʔ
έοτԼམ࣌ʹେ ͳ͖ଧܸΛड͚Δέʔεଟ Έ͘ΒΕΔΑ͏ ʹͳΔɻͦ
͏͠ ͨதͰɺࣾད༭ધΛபͱ͠ ங͠ɺߏͳϞσϧΛ࣮ݎͨ
ண࣮ʹΛଓ͚͍ͯͬͨͷͰ͋Δɻ


